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Tab．　1　Annual　vafiation　of　water　temperature　and　transparency

　　　　　at　the　fishing　ground
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　　　　　　Tab．　2　The　decline　of　chlorinity　by　the　heavy　rainfall　and　its

　　　　　　　　　　　　　recovery　at　the　fishing　ground

　It　rained　・from・　July　2nd　to　July　5th　and　the　precipitation　attained　to　400mm．

Afterward，　it　rained　out，

　The．　2nd　column　．showed　conditions　after　rainfall　and　the　3rd　column　after

4　days．

　The’4th　column　showed　the　water　temperature　and　chlorinity　of　July　26th，
bei’ng　the－next．day　of　the　heavy　rainfall　in　lsahaya　region，　Nagasaki　Pref；．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れるがその回復もはやい（Tab・2）．1957年7月2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日から5日の早朝まで延400mmの豪雨が降り，そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の後小降りとなったので晴間に網場で10mまで各層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎に採幽し，降水の影響を塩素量で調べた．その結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大体表層は3％近くまで低下，2mまでは汽水状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となるが，それ以深には直接的な影響は認められ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず，降水の影響は表層的のものであることがわかつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た．更に8日にも同様の調査を行った．この間にも降

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水はあったがその量は徴kたるもので，さきの調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日からこの日までの塩素量の回復を乱す程の量では

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なかった．この結果om層では13．64％に上昇，10m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層では0．39％低下し回復はかなり速いことを示して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる．以上の結果から瞬間的な降水が底部まで完全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に波及し上下ほぼ均質になるには降水後ほぼ1週間．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程度を要する事が推定されるメ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潮汐流（Fig．2－B～F）：潮汐流の調査は195τ
　　　　Fig．1　Map　of　Sasebo　Bay
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年10月IL日～14日の間5回にわたり漂流瓶を使用し

て行った．この調査は湾内の流動を掴むことにより潮の干満が網に及ぼす作用と，それが魚群の誘導と如何

なる関係をもつかを知る目的で行なわれた．図を巴町しf結果は常識的に考えられるよりも複雑で，特に弓［

き潮は潮時により変化し，満ち潮よりも複雑な流れとなるが，此れは干満時で湾奥部の海底地形が変ること

に由来するものと思われる．即ち，湾内には中央部に干出b瀬があるがこれはFig・2一一Aからわかる様に．

北から突出している干出a瀬の延長でありa門出とb干出を結ぶ線が水没性の半島を形成し水理学的に干潮

時には湾奥部を学部側と再興の二つの水域に区切る．一方満潮時にはa－b線は全く水没し一つの入江とし

て本来の形を保つ．この様な特長からa－b線の干出の程度が湾北部の水の流に大きく作用している．

　i）ひ　き　潮　まつFig　2－Bは千出の程度が比較的弱い場合で（干出の程度は必ずしも満潮後の経

導欝羅幕鑛総懸竃撫1麹孟欝離鷺驚農藩論象
稽進むと同じ水はb干出の南をまわって流去する（いつれの場合にも轟側の湾奥水の流出経路には著しい変

化は認められない）．従って同じ引き潮でも網に作用する流れの方向は潮時で異る様であるが，この点につ

いては尚精密に潮流試験を行わないとわからない．終局的には管下湾の水はすべて白崎に集中しその後湾外

に流出する．湾外の水はこの時には佐世保湾口にむかって逆に流れているから図示した様に湾口部ではゆる

い時計廻りの環流が形成されている事が推察される．

　ii）満　ち　潮　この場合は大体均等に湾奥部に流れている（Fig・2一一E，F）．この時は百間鼻が起点一

となり轟方面が終点で潮時による変化はない様である．

　以上を総括すれば大体湾内の潮汐流の概念をつかむことが出来るが，さきに1953年に行った同じ方法によ

罐難山1繍撫糟嚇目蓋1灘蹴灘讐瓢欝離馨
大潮小潮による葦とか季節による差などに由来するものでないかと考える．

　　皿漁　　具（Fig．3，Tab．3）

　使用している桝網は小型のもので，小置数で操作出来るように設計した．設計にあtつては操業歴の古い・

千々石一三ノ浦地方で使用している小型桝網（通称壷網）の設計と操法とを利用した．身網はほぼ正方形で幽

袋網を3ヶとし底網をつけてない．道網は船舶の航行を考慮して60間以下とした．網地は1954，1955年の物

ee　Tab・2第4瀾｝ま7月26日の崎辺水減の塩素量を示すもので前日の降水量は370mmである，こ

の日諌早地方には1000mmをこす降水があった．
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Tab．　3　Materials　of　Masuami

1．網 地

節
　
節
節

7
　
　
3
7

　
ノ
　
て

本
一
本
本

9
　
　
9
8

憾20ナ
〃
〃
〃

モンク網
〃
〃
〃

身
道
袋
耳

240間
140　rt

55　ft

20　rr

2．索’具　類

プ
　
　
　
ン

ーロ
　
　
　
ィ

　
ぴ
が
が

ム
　
　
　
ワ

船
　
・
ト

2
　
　
、

綱
綱
綱
綱
壷

網
車

道
滑

び
び
子
　
の

及
及

綱
綱

碇
枠
沈
縁
そ

三
島
雰
蝕

分
卜
5
M

5
3
3
2
一

1丸（約140間）
f
t
t
l
f
r

2：丸

3．附　属　具

ケー
1
尺
分

匁
3
4

30
ミ
ノ
　
く
ノ

製
竹
製
竹

・
宗

陶
孟
木
真

（
（
（
（

子
子
車
輪

　
　
滑
．

沈
浮
単
竹

145ケ
65本：

3ケ
6ケ

（3尺間隔）

（1間rr）

’f’一

や
T
ー
ー

4K

客K

る。ト

goK

蝋

Fig，　3　Diagram　of　Masuami

はすづて綿糸9：本7節のサバ巾着網に使用し？Cコ．r’ル

！z・・一ル染の己惚網を使用したが，1957年には全同意を

クvモナに変え・身網は9：本7節・袋網は9本β節を

白地のまま使用した．袋網につける輪竹は1954，．’1955

年には1本であったが，1957年には袋網をやや畏くし

て2本入れる様に改めた．

　　皿　魚種及び漁獲状況

　資料は桝網を設置し泪954年5～6月及び9～12
　　　りな
月，1956年5～6月，1957年5～7月のものである

（T・b・　4）・．T・b・4にはvアジ醜ぞクテイ㍗の

漁獲紙数は除いてある．／ケ月の魚種数は1を》36∴1

操業日当りの平均魚種数は6～10，叉その尾数は10～

36回忌ある．漁獲しアこ各魚種の魚呂州はT［ab・”5に示

した．Tabs・4，5からはかなりの種類が漁獲され：るこ

とがわかる．月別魚種別の入網子（各月の操十日頚に

対する魚種別の入網日数の％）で高位10種類と．，一これ

らの1有馬日の平均尾数を示したTab．6ぞみると高

位魚種は昏月ともにほとんど変化していない．’即ち高

一位率のものはウミタナゴ，フグ，メ・ミル，ヒーイラギ等の内湾性魚類とマアジの様な幼魚期に沿岸域に滞溜する

漁種が主体をなしている．3ケ年間の操業記録がある5，6月では年により1ケ月間の操業日数に長短がある

　　　　　　　　　　　　　　Tab・　4　Data　of　o　perations
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Tab・　5　The　kinds　of　fishes　and　their　appearances　in　each　month
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Tab・　6　The　average　numbers　per　catch　day　of・　10　species　l

　　　　　being　comparatively　abundant　in　each　month．
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が，入網率の高位魚種は毎年ほとんど変化がみられない．これは年年の同一月の操業日数の多少が，来鋳量

や棲息量の小さい魚種或いは来襲頻度の少ない魚種の入網の機会数の大小となり，年による種類数の差をあ

らわしているといえよう．またTab．6の各月の入網率50％以上の魚種は将来も変らないと考えるが，現在

の資料では全魚種の漁期を決めることは出来ない．年による魚種別漁獲量の変化を，5，6月のものについ

て，入網率の高位臼種類について，入網率と有漁日当りの平均尾数でみたのがTab・7である．ここにあげた

1踵のうちで，経年的に増加の傾向を示しているのは，ウミタナゴ，フグ，メノミル，ヒイラギ，メジナ，テ

ンジクダイ，叉僅：かにこの傾向のみられるのはスズキ，シログチ，逆に減少の傾向を多少みせているものは

カミナリイカ，アイゴである’．かかる変化は57年より漁具赫料を変えたことにも一因があろうが，これら魚

種の湾内えの来游量や湾内での棲息量に経年的な変動があることにもよろう．

　桝網に漁獲された全魚種についてみると，佐世保湾内及び近海を捷息域として小範囲を季節的に移動して

いるとみられるものが大部分である．特にTab・6の入網率の高位魚種はほぼかかるものといえる．然し5，

6月に獲れる大型のマダイ，ヒラメは行動減が広いようであるるメまたマアジ，サバ，マイワシは当才魚の

沿岸滞溜期に漁獲されたもので，アこだマアジは5月の入湾当初体長40mmのものから出湾時の初冬まで漁

獲されるが，サノミは15～20cmのものが秋期にのみ，またvイワシは12月に12cm代の，同期の五島灘のもの

より成長のおくれたものが少数とれた．また全魚種中で湾内で産卵する事が確認されたものはマダイ，ヒテ

メ，クロダイ，メバル類，ウミタナゴ，オコゼ，フグ類，アイナメ，甲イカ類，カタクチイワシ，イボダイ

である．

終りに臨み，本砥究の指導をしていただいた山田鉄雄教授，林秀朗助教授並びに入江春彦助教授に対

し，また桝網の作製と設置に協力して戴いt　tw習船長崎丸の乗組員諸氏に対して深謝の意を表する．

ce春季五島列島の西部で大型のマダイ，ヒラメの産卵群の接岸現象が近海の底曳網業者によって

　確認されており，大村湾でも大型マダイの春期入湾をねらった底入桝網が大正初期から行なわ

　れている．これらの群は越冬場を同一にしている群ではないかとみられる．
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